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昭和基地大型大気レーダー計画（Program of the Antarctic Syowa MST/IS radar, PANSY）の始まり、
















アンテナポールが夏になって凍土が溶けて全部倒れてしまった話などとても参考になった。2001 年 3 月
には北極のスバールバル島のロングヤービンに出張の機会があった。ここには、世界初の大型大気レーダ
ーであるSOUSY レーダーがマックスプランク研究所の Juergen Roettger さんにより移設されていた。
ドイツにあった時はうまく動いていたレーダーが低温のため動作がおかしくなった話や、凍って膨れるの
で支柱は防水しなければならないとか、強風による振動を抑えるためにアンテナのエレメントにロープを
入れると効果があるなどの話を伺った。ちなみに PANSY は SOUSY を意識してつけた名前である。
PANSY はSOUSY の妹分。フランス語で「考える」という意味を持つ。こうして手ごたえを得たので、
政府を説得するため PANSY の重要性を提言として出してほしいと、SCOSTEP や SPARC、IAMAS 等
学術組織のトップにいらっしゃったVincentさんやGellerさん、Kevin Hamiltonさんなどの研究者達に
お願いした。具体的な作文では現生存圏研究所長の津田敏隆先生にも大変お世話になった。PANSY は 5









































 帰国後、相変わらず PANSY バッシングは続いていたが、かまっている暇はなかった。検討事項は山






 PANSY の技術的問題は大きく二つあった。一つは電力の問題。昭和基地では 200kW 弱の電力ですべ
てまかなわれている。これに対してMUレーダーの観測には230kW必要である。輸送できる油の量には








やかな 1 月以外は南極の自然が許さない。昭和基地のこれまでの最大瞬間風速は 60m/s を超えており、
50m/s を超えることはほぼ毎年起こる。10 分平均風速で 40m/s を超える気象擾乱は 1 年間に 2 回以上や
ってくる。このような強風に耐え、低温に耐える強さを持つ 1000 本強のアンテナとモジュールを 1 ヶ月
で建てる必要がある。44次隊での参加によりオペレーションの厳しさを決めるのは量より重さであること
もわかっていた。南極観測期間中、段ボールを山ほど（100 のオーダーでなく 1000 のオーダーである）
運んだが、そのたび箱に書かれてある重さを見るので、自分が持って運べる重さは 18kg であることを知
った。それでPANSY では手で運ぶ必要のあるすべてのパーツを 18kg 以下にすることに決めた。現在の
PANSYのアンテナ、基礎鋼管、モジュールはほぼすべてこの仕様を満たしている。ちなみにMUレーダ
ーのアンテナは 1 本 50kg 以上ある。そして私たちは、PANSY レーダーは建設可能であるという確信を
持つに至った。 
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て、南極観測中期計画についに乗ったのである。予算獲得のめどが立たないので、2010 年度からの 6 カ





なメンバーも得て、2009 年 10 月に今年度出発の52 次隊からのPANSY 建設が決まった。現在 3 週間に























の仕事はこれからだ。観測終了の 14 年後にみなが PANSY をやってよかったねと笑顔で語り合える時が
くるとよいと思う。 
 
（参考文献） PANSYホームページ http://pansy.nipr.ac.jp 
佐藤薫, JARE44オゾンホール観測, 極地, 79, 26－34, 2004. 
